
全
国
漢
文
教
育
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講
演
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資
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令
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三
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二
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一
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（
土
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唐
代
女
性
詩
人 

薛
濤
の
没
年
を
巡
っ
て 

 
 
 
 
 
 

詹 

満
江 

 

一
、
次
の
劉
禹
錫
の
詩
題
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か 

 
 

 

辛
島
驍
説 

 

和
西
川
李
尚
書
傷
韋
令
孔
雀
及
薛
濤
之
什 

 

西
川
の
李
尚
書
の
韋
令
の
孔
雀
を
傷
む
及
び
薛
濤
の
什
に
和
す 

  

張
篷
舟
説 

 

和
西
川
李
尚
書
傷
（
韋
令
）
孔
雀
及
薛
濤
之
什 

 

西
川
の
李
尚
書
の
（
韋
令
の
）
孔
雀
及
び
薛
濤
を
傷
む
の
什
に
和
す 

  

＊
劉
禹
錫
が
和
し
た
李
徳
裕
（
と
薛
濤
）
の
詩
は
、
今
に
残
っ
て
い
な
い
。 

 
 

張
篷
舟
氏
は
『
全
唐
詩
』
に
拠
っ
て
い
る
の
で
、「
韋
令
」
の
二
字
が
な
い
。 

 

 
 

張
氏
の
よ
う
に
読
む
と
、
劉
禹
錫
は
李
徳
裕
の
「
孔
雀
及
び
薛
濤
を
傷
む
」 

 
 

と
い
う
題
の
詩
に
だ
け
和
し
、
孔
雀
と
薛
濤
は
死
ん
だ
こ
と
に
な
る
。 

 



二
、
張
篷
舟
説
の
概
要 

  
 

韋
皐
が
剣
南
西
川
節
度
使
だ
っ
た
初
期
（
貞
元
元
年
七
八
五
）、
南
詔
か
ら 

 

孔
雀
が
一
羽
献
上
さ
れ
た
。
韋
皐
は
薛
濤
の
意
向
に
沿
っ
て
、
節
度
使
宅
に
池 

 

を
掘
ら
せ
籠
を
設
け
さ
せ
て
孔
雀
を
飼
っ
た
。
大
和
五
年
（
八
三
一
）
秋
、
孔 

 

雀
が
死
に
、
次
の
年
の
夏
、
薛
濤
が
死
ん
だ
。 

 
 

武
元
衡
が
剣
南
西
川
節
度
使
だ
っ
た
と
き
（
元
和
二
年
八
〇
七
）、「
四
川
使 

 

宅
に
韋
令
公
の
時
の
孔
雀
の
存
す
る
有
り
焉
、
暇
日
諸
公
と
同
に
翫
べ
ば
、
座 

 

中
に
故
府
の
賓
妓
を
兼
ね
、
興
嗟
す
る
こ
と
之
を
久
し
く
す
、
此
の
詩
を
賦
し
、 

 

用
い
て
其
の
意
を
廣
く
す
」
と
題
す
る
詩
を
作
り
、『
全
唐
詩
』
の
武
元
衡
の 

 

詩
の
中
に
現
存
す
る
。
詩
題
の
「
座
中
兼
故
府
賓
妓
」
及
び
「
美
人
傷
蕙
心
」 

 

の
句
は
、
薛
濤
を
指
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
薛
濤
に
は
武
元
衡
と
唱
和
し
た 

 

詩
が
三
首
残
さ
れ
て
い
る
が
、
韋
皐
の
孔
雀
を
詠
じ
た
武
元
衡
の
詩
に
唱
和 

 

し
た
薛
濤
の
詩
は
残
っ
て
い
な
い
。
武
元
衡
の
こ
の
詩
に
唱
和
し
た
の
は
、
白 

 

居
易
、
韓
愈
、
王
建
で
あ
り
、
み
な
孔
雀
を
詠
じ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か 

 

し
、
王
建
は
孔
雀
と
薛
濤
の
事
情
を
知
っ
て
い
た
ら
し
く
、
七
古
一
首
も
作
っ 

 

て
い
て
、
「
美
人
為
爾
別
開
池
」
、「
雕
籠
玉
架
嫌
不
棲
」
な
ど
の
句
が
あ
る
。 

 

韋
皐
に
は
晩
年
、
玉
簫
と
い
う
歌
妓
が
い
た
が
、
早
い
時
期
に
は
薛
濤
以
外
に 



 
い
わ
ゆ
る
美
人
の
存
在
は
見
え
な
い
の
で
、
王
建
の
詩
中
の
美
人
は
薛
濤
を 

 

お
い
て
他
に
な
い
。 

 
 

李
徳
裕
が
剣
南
西
川
節
度
使
に
な
っ
た
の
は
大
和
四
年
（
八
三
〇
）
十
月
、 

 

 

翌
年
の
秋
、
孔
雀
が
死
に
、
籌
辺
楼
が
落
成
し
て
、
薛
濤
は
詩
を
献
じ
て
祝
賀 

 

 

し
て
い
る
。
大
和
六
年
（
八
三
二
）
春
、
薛
濤
は
李
徳
裕
の
「
棠
梨
花
」
詩
に 

 

和
し
て
い
る
が
、
そ
の
夏
、
亡
く
な
り
、
李
徳
裕
は
「
傷
孔
雀
及
薛
濤
」
と
い 

 

う
詩
を
作
っ
た
が
、
李
徳
裕
の
詩
集
に
は
無
い
。
劉
禹
錫
は
そ
の
と
き
蘇
州
刺 

 

史
で
あ
り
、「
和
西
川
李
尚
書
傷
孔
雀
及
薛
濤
之
什
」
と
い
う
詩
が
あ
り
、
劉 

 

禹
錫
の
詩
集
に
現
存
す
る
。
な
ら
ば
、
李
徳
裕
の
そ
の
詩
も
確
か
に
あ
っ
た
の 

 

で
あ
る
。 

 
 

劉
禹
錫
が
李
徳
裕
に
和
し
た
詩
に
「
玉
兒
已
逐
金
環
葬
、
翠
羽
先
隨
秋
草
萎
。 

 

唯
見
芙
蓉
含
曉
露
、
數
行
紅
淚
滴
清
池
」
と
い
い
、
こ
の
詩
の
起
句
は
薛
濤
の 

 

死
を
悼
ん
で
い
る
。
三
四
句
は
薛
濤
が
死
ん
だ
と
き
が
ま
さ
に
夏
で
あ
り
、
蓮 

 

の
花
が
盛
ん
に
咲
き
、
秋
に
な
れ
ば
散
る
、
薛
濤
の
詩
に
「
芙
蓉
新
落
蜀
山
秋
」 

 

の
句
が
あ
る
の
が
証
拠
で
あ
る
。
そ
の
と
き
芙
蓉
は
ま
だ
曉
の
露
を
含
み
、
紅 

 

い
淚
が
池
に
滴
る
よ
う
で
あ
り
、
薛
濤
の
死
が
夏
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
の 

 

で
あ
る
。
第
二
句
に
孔
雀
の
死
が
秋
で
あ
っ
た
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
の
は
自 

 

ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、「
先
隨
」
の
二
字
は
特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
孔 



 
雀
の
死
は
薛
濤
の
死
の
前
の
年
の
秋
で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ 

 
 

 

を
第
二
句
に
し
た
の
は
、
人
を
重
ん
じ
、
物
を
軽
ん
じ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 
 

白
居
易
は
大
和
六
年
（
八
三
二
）
十
一
月
劉
禹
錫
に
返
信
し
、「
前
月
廿
六 

 

日
、
崔
家
送
終
事
畢
、
乃
至
金
環
翠
羽
之
悽
韻
」
云
々
と
い
う
。
崔
家
の
喪
と 

 

は
崔
群
が
大
和
六
年
（
八
三
二
）
八
月
に
亡
く
な
り
、
十
月
に
葬
送
さ
れ
た
こ 

 

と
。
手
紙
に
「
前
月
」
と
あ
る
の
は
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
と
き
白
居
易 

 

は
洛
陽
に
お
り
、
劉
禹
錫
の
詩
を
得
た
の
は
こ
の
月
で
あ
ろ
う
。
次
の
月
に
劉 

 

禹
錫
に
返
事
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
手
紙
は
『
淳
煕
秘
閣
続
法
帖
』
第
五 

 

巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 

張
篷
舟
箋
『
薛
濤
詩
箋
』
一
九
八
三
年
人
民
文
学
出
版
社
、 

 
 
 

張
篷
舟
箋
張
正
則
・
季
国
平
・
張
雅
続
箋
『
薛
濤
詩
箋 

修
訂
版
』
二
〇
一
二
年 

 
 
 

（
第
二
版
）
人
民
文
学
出
版
社 

 

＊
張
氏
は
、
劉
禹
錫
が
李
徳
裕
に
和
し
た
詩
を
手
掛
か
り
に
、
大
和
五
年
秋
に
孔

雀
が
、
そ
の
翌
年
夏
に
薛
濤
が
死
ん
だ
と
推
定
し
て
い
る
。 

     



三
、
武
元
衡
の
孔
雀
を
詠
じ
た
詩
と
そ
れ
に
和
し
た
王
建
の
詩 

  
 
 

四
川
使
宅
有
韋
令
公
時
孔
雀
存
焉
。
暇
日
與
諸
公
同
翫
、
座
中
兼
故
府
賓 

 
 
 

妓
興
嗟
久
之
、
因
賦
此
詩
、
用
廣
其
意
。 

 
 

武
元
衡 

 
 
 

四
川
使
宅
に
韋
令
公
時
の
孔
雀
の
存
す
る
有
り
焉
。
暇
日
諸
公
と
同
に 

 
 
 

翫
べ
ば
、
座
中
に
故
府
の
賓
妓
を
兼
ね
、
興
嗟
す
る
こ
と
之
を
久
し
く
す
、 

 
 
 

因
り
て
此
の
詩
を
賦
し
、
用
い
て
其
の
意
を
広
く
す
。 

 
 

武
元
衡 

 
 

荀
令
昔
居
此 

 

荀
令 

昔
此
に
居
り 

 
 

故
巢
留
越
禽 

 

故
巣 

越
禽
を
留
む 

 
 

動
揺
金
翠
尾 

 

金
翠
の
尾
を
動
揺
し 

 
 

飛
舞
碧
梧
陰 

 

碧
梧
の
陰
に
飛
舞
す 

 
 

上
客
徹
瑶
瑟 

 

上
客 

瑶
瑟
を
徹
し 

 
 

美
人
傷
蕙
心 

 

美
人 

蕙
心
を
傷
ま
し
む 

 
 

㑹
因
南
國
使 

 

会
ず
南
国
の
使
に
因
り 

 
 

得
放
海
雲
深 

 

海
雲
深
き
に
放
さ
る
る
を
得
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（『
全
唐
詩
』
巻
三
百
一
十
六
） 

＊
荀
令
：
荀
彧
の
こ
と
か
。
従
軍
中
に
病
死
。
荀
令
君
と
呼
ば
れ
た
。
韋
皐
を
喩 

 

え
て
い
る
。 



 
 
 

和
武
門
下
傷
韋
令
孔
雀 

 
 

王
建 

 
 
 

武
門
下
の
韋
令
の
孔
雀
を
傷
む
に
和
す 

 
 

王
建 

 
 

孤
號
秋
閣
陰 

 

孤
号
す 

秋
閣
の
陰
に 

 
 

韋
令
在
時
禽 

 
韋
令
在
り
し
時
の
禽 

 
 

覓
伴
海
山
黑 

 

伴
を
覓
む
れ
ば
海
山
黒
く 

 
 

思
鄉
橘
柚
深 

 

郷
を
思
え
ば
橘
柚
深
し 

 
 

舉
頭
聞
舊
曲 

 

頭
を
挙
げ
て
旧
曲
を
聞
き 

 
 

顧
尾
惜
殘
金 

 

尾
を
顧
み
て
残
金
を
惜
し
む 

 
 

顦
顇
不
飛
去 

 

顦
顇
し
て
飛
び
去
ら
ず 

 
 

重
君
池
上
心 

 

君
が
池
上
の
心
を
重
ん
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（『
王
司
馬
集
』
巻
三
） 

  
 
 

傷
韋
令
孔
雀
詞 

 
 

王
建 

 
 
 

韋
令
の
孔
雀
を
傷
む
の
詞 

 
 

王
建 

 
 

可
憐
孔
雀
初
得
時 
 

憐
れ
む
べ
し 

孔
雀 

初
め
て
得
る
時 

 
 

美
人
為
爾
別
開
池 

 

美
人 

爾
が
為
に
別
し
て
池
を
開
く 

 
 

池
邊
鳳
凰
作
伴
侣 

 

池
辺
の
鳳
凰 

伴
侣
と
作
り 

 
 

羌
聲
鸚
鵡
無
言
語 

 

羌
声
の
鸚
鵡 

言
語
無
し 



 
 

雕
籠
玉
架
嫌
不
栖 

 

雕
籠 

玉
架 

嫌
い
て
棲
ま
ず 

 
 

夜
夜
思
歸
向
南
舞 

 

夜
夜 

帰
る
を
思
い 

南
に
向
か
い
て
舞
う 

 
 

如
今
憔
悴
人
見
惡 

 

如
今 

憔
悴
す
れ
ば 

人
見
て
悪
み 

 
 

萬
里
更
求
新
孔
雀 

 

万
里 

更
に
求
む 

新
た
な
孔
雀
を 

 
 

熱
眠
雨
水
饑
拾
蟲 

 
雨
水
に
熱
眠
し
て 

飢
え
て
虫
を
拾
い 

 
 

翠
尾
盤
泥
金
彩
落 

 

翠
尾 
盤
泥
に
金
彩
落
つ 

 
 

多
時
人
養
不
解
飛 

 

多
時 

人
養
え
ば 

飛
ぶ
を
解
せ
ず 

 
 

海
山
風
黑
何
處
歸 

 

海
山 

風
黒
く 
何
れ
の
処
に
か
帰
ら
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
『
王
司
馬
集
』
巻
二
） 

＊
孔
雀
を
贈
ら
れ
た
韋
皐
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
生
き
残
っ
て
い
た
孔
雀
を
愛

で
な
が
ら
、
武
元
衡
は
、
き
っ
と
南
国
に
連
れ
帰
っ
て
放
し
て
や
る
と
詠
じ
て
い

る
。
そ
れ
に
和
し
た
王
建
は
、「
武
門
下
の
韋
令
の
孔
雀
を
傷
む
に
和
す
」
と
題

し
、
憔
悴
し
た
孔
雀
が
韋
皐
の
恩
を
重
ん
じ
て
飛
び
去
ら
な
い
と
詠
じ
、「
韋
令

の
孔
雀
を
傷
む
の
詞
」
で
は
、
美
人
が
孔
雀
の
た
め
に
池
を
掘
ら
せ
た
こ
と
を
詠

じ
て
い
る
。
王
建
の
詩
題
に
「
傷
む
」
と
い
う
字
が
見
え
る
が
、
そ
れ
は
死
ん
だ

孔
雀
を
悼
む
意
味
で
は
な
く
、
生
き
て
い
る
孔
雀
を
可
哀
そ
う
に
思
う
意
味
で

あ
る
。 

 



四
、
李
徳
裕
の
「
孔
雀
の
尾
の
賦
」 

  
 
 

孔
雀
尾
賦
并
序 

 
 

李
徳
裕 

 
 
 

故
人
以
孔
雀
見
遺
、
死
於
中
途
。
將
命
者
提
挈
一
本
、
作
携
空
籠
與
翠
尾 

 
 

 

皆
至
。
余
憫
而
爲
賦
。 

 
 
 

孔
雀
の
尾
の
賦
并
び
に
序 

 
 

李
徳
裕 

 
 
 

故
人
孔
雀
を
以
て
遺
ら
れ
、
中
途
に
死
す
。
命
を
将

お
こ
な

う
者
一
本
を
提
挈 

 
 
 

し
、
作 は

じ

め
て
空
籠
と
翠
尾
と
を
携
え
て
皆
至
る
。
余
憫
れ
ん
で
賦
を
為
る
。 

 
 

感
君
子
之
嘉
惠 

 

君
子
の
嘉
恵
に
感
じ 

 
 

意
未
忘
於
所
知 

 

意
未
だ
知
る
所
を
忘
れ
ず 

 
 

携
珍
禽
以
贈
余 

 

珍
禽
を
携
え
以
て
余
に
贈
る 

 
 

諒
有
貴
乎
羽
儀 

 

諒
に
羽
儀
よ
り
貴
き
有
り 

 
 

去
舊
國
之
岑
寂 

 

旧
国
の
岑
寂
を
去
り 

 
 

歴
三
湘
之
嶮
𡾟 

 

三
湘
の
嶮
𡾟
を
歴
た
り 

 
 

念
未
飛
之
衆
雛 

 

未
だ
飛
ば
ざ
る
の
衆
雛
を
念
い 

 
 

懷
獨
宿
之
覉
雌 

 

独
宿
の
覉
雌
を
懐
う 

 
 

忽
哀
鳴
而
望
絶 

 

忽
ち
哀
鳴
し
て
望
み
絶
え 

 
 

遂
委
翼
而
長
辭 

 

遂
に
翼
を
委
ね
て

長
と
こ
し
え

に
辞
す 



 
 

異
黄
鵠
之
高
翔 

 

黄
鵠
の
高
翔
と
異
な
り 

 
 

揭
空
籠
而
載
馳 

 

空
籠
を
揭
げ
て
載
馳
す 

 
 

想
綷
羽
而
不
見 

 

綷
羽
を
想
い
て
見
ず 

 
 

覩
修
尾
而
增
悲 

 

修
尾
を
覩
て
悲
し
み
を
増
す 

 
 

蘭
色
䒠
鬱
金
華 

 
蘭
色
䒠
鬱
た
る
金
華 

 
 

陸
離
垂
之
兮
疑 

 

陸
離
と
し
て
之
を
垂
ら
し
て
疑
う 

 
 

拖
綠
盭
音
戾
綬 

 

綠
を
拖
く
盭 
音
は
戾
の
綬 

 
 

名
擧
之
兮
如
飛 

 

名
は
之
を
挙
げ
飛
ぶ
が
如
し 

 
 

翠
緌
嗟
紱
冕
之
寄
身 

 

翠
緌 

紱
冕
の
身
を
寄
す
る
こ
と 

 
 

與
鎩
翮
而
一
槪 

 

翮
を
鎩
く
と
一
概
な
る
を
嗟
く 

 
 

雖
暫
榮
而
可
樂 

 

暫
く
栄
え
て
楽
し
む
べ
し
と
雖
も 

 
 

終
以
飾
而
賈
害 

 

終
に
飾
を
以
て
害
せ
ら
る
る
を
賈
く 

 
 

况
復
德
輶
如
毛
而
鮮 

况
ん
や
復
た
徳
輶
き
こ
と
毛
の
如
く
し
て
鮮
な
く 

 
 

擧
福
輕
乎
羽
而
莫
載 

福
を
挙
ぐ
る
こ
と
羽
よ
り
も
軽
く
し
て
載
す
る
莫 

                     

し 

 
 

何
必
負
斯
尾
之
翹
翹 

 

何
ぞ
必
ず
し
も
斯
の
尾
の
翹
翹
た
る
を
負
い 

 
  

冒
長
途
而
效
愛 

 

長
途
を
冒
し
て
愛
を
効
さ
ん
や 

                        
 
 
 
 
 
 
 

（『
李
文
饒
别
集
』
巻
一
） 



＊
序
に
「
故
人
」
と
い
う
の
は
韋
皐
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
武
元
衡
が
蜀
に
赴
任
し

た
際
に
は
ま
だ
生
き
て
い
た
孔
雀
は
、
そ
の
後
、
李
徳
裕
が
蜀
に
赴
任
し
た
と
き

に
は
も
う
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
李
徳
裕
は
韋
皐
が
南
国
か
ら
贈
ら
れ
た

孔
雀
の
尾
と
籠
と
を
持
っ
て
こ
さ
せ
、
そ
の
孔
雀
を
憐
れ
ん
で
、
賦
を
作
っ
た
の

で
あ
る
。 

 

こ
の
賦
が
あ
る
か
ら
に
は
、
李
徳
裕
が
剣
南
節
度
使
在
任
中
に
韋
皐
ゆ
か
り

の
孔
雀
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
し
た
が
っ
て
、
孔
雀
が
死
ん
だ
翌
年

に
薛
濤
が
死
ぬ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。
韋
皐
ゆ
か
り
の
孔
雀
は
、
李
徳
裕

が
蜀
に
赴
任
す
る
前
に
す
で
に
い
な
く
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
武
元
衡
が
孔
雀
を
詠
じ
た
詩
に
和
し
た
王
建
の
詩
題
や
、
詞
題
に

「
傷
む
」
と
あ
る
よ
う
に
、
生
き
て
い
る
孔
雀
を
可
哀
そ
う
に
思
う
意
味
で
「
傷

む
」
と
表
現
す
る
の
で
あ
っ
て
、
李
徳
裕
の
詩
題
に
い
う
「
傷
む
」
も
、
節
度
使

在
任
中
に
亡
く
な
っ
た
孔
雀
を
悼
む
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。 

 

李
徳
裕
は
、
す
で
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
孔
雀
の
生
前
の
境
遇
を
可
哀

そ
う
に
思
っ
て
、「
孔
雀
の
尾
の
賦
」
を
詠
じ
た
の
で
あ
る
。 

   



五
、
劉
禹
錫
の
詩
を
再
び
検
討
す
る 

  
 
 

和
西
川
李
尚
書
傷
韋
令
孔
雀
及
薛
濤
之
什 

 
 

劉
禹
錫 

 
 
 

西
川
の
李
尚
書
の
韋
令
の
孔
雀
を
傷
む
及
び
薛
濤
の
什
に
和
す 

 
 

玉
兒
巳
逐
金
環
葬 

 
玉
児
已
に
金
環
を
逐
い
て
葬
ら
れ 

 
 

翠
羽
先
隨
秋
草
萎 

 

翠
羽
先
ず
秋
草
に
随
い
て
萎
ゆ 

 
 

唯
見
芙
蓉
含
曉
露 

 

唯
だ
見
る 
芙
蓉 

暁
露
を
含
み 

 
 

數
行
紅
淚
滴
清
池 

 

数
行
の
紅
涙 

清
池
に
滴
る
を 

 
 

（
注
）
後
魏
元
樹
南
陽
王
禧
之
子
、
南
奔
到
建
業
、
數
年
後
、
北
歸
。
愛
姬 

 
 

朱
玉
兒
脱
金
指
鐶
為
贈
。
樹
至
魏
、
却
以
指
鐶
寄
玉
兒
、
示
有
還
意
。 

 
 

後
魏
の
元
樹
、
南
陽
王
禧
の
子
、
南
奔
し
て
建
業
に
到
り
、
數
年
後
、
北
歸 

 
 

す
。
愛
姬 

朱
玉
兒
、
金
の
指
鐶
を
脱
し
、
為
に
贈
る
。
樹 

魏
に
至
り
、
却 

 
 

っ
て
指
鐶
を
以
て
玉
兒
に
寄
せ
、
還
る
意
有
る
を
示
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
部
叢
刊
『
劉
賓
客
外
集
』
巻
七 

 

＊
「
禧
」「
北
」「
朱
玉
兒
」
は
四
庫
全
書
『
劉
賓
客
外
集
』
巻
七
に
拠
っ
て
改
め

た
。 

＊
劉
禹
錫
は
、
李
徳
裕
の
「
韋
令
の
孔
雀
を
傷
む
」
と
い
う
詩
と
薛
濤
の
詩
に
和

し
た
。
薛
濤
の
詩
は
李
徳
裕
と
同
題
の
詩
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、「
薛
濤
の
什
」



と
だ
け
言
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

第
一
句
「
玉
兒
巳
逐
金
環
葬
」
は
、
張
説
は
薛
濤
を
悼
ん
だ
句
だ
と
す
る
が
、

薛
濤
に
は
「
金
環
」
す
な
わ
ち
指
輪
に
関
わ
る
逸
話
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

本
当
に
薛
濤
を
悼
ん
だ
句
で
あ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
劉
禹

錫
の
詩
に
は
、
北
朝
の
元
樹
が
南
朝
に
い
た
と
き
に
愛
し
た
朱
玉
児
と
い
う
娘

か
ら
、
北
へ
帰
る
際
に
指
輪
を
贈
ら
れ
、
北
朝
に
帰
り
着
い
た
ら
、
朱
玉
児
に
そ

の
指
輪
を
送
り
返
し
て
、
南
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
気
持
ち
を
伝
え
た
と
い
う

逸
話
が
注
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。
元
樹
と
朱
玉
児
の
指
輪
を
介
し
た
逸
話
は
、

い
っ
た
い
何
を
喩
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
れ
を
考
え
る
に
は
、
韋
皐
と
玉
簫
の
指
輪
を
巡
る
次
の
逸
話
が
参
考
に
な

る
。
そ
の
要
約
を
掲
げ
る
。 

  
 

唐
の
西
川
節
度
使
の
韋
皐
は
、
若
い
時
江
夏
に
遊
び
、
姜
使
君
の
館
に
滞
在 

 

し
た
。
姜
家
に
荆
寳
と
い
う
男
の
子
が
い
て
、
韋
皐
を
兄
の
よ
う
に
慕
い
、
荆 

 

寳
の
侍
女
で
、
十
歳
の
玉
簫
も
韋
皐
に
仕
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
韋
皐
と
荆
寳 

 

は
別
れ
る
こ
と
に
な
り
、
荆
寳
は
玉
簫
を
韋
皐
に
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
韋 

 

皐
は
天
子
と
の
謁
見
の
予
定
が
遅
れ
て
い
る
た
め
に
そ
の
申
し
出
を
固
辞
し
、 

 

短
け
れ
ば
五
年
、
長
け
れ
ば
七
年
し
た
ら
玉
簫
を
娶
る
と
約
束
し
、
玉
の
指
輪 



 
と
詩
一
首
を
贈
っ
た
。
し
か
し
、
五
年
経
っ
て
も
来
ず
、
八
年
目
の
春
、
玉
簫 

 

は
絶
食
し
て
死
に
、
中
指
に
韋
皐
か
ら
贈
ら
れ
た
指
輪
を
は
め
ら
れ
て
葬
ら 

 

れ
た
。 

 
 

後
に
韋
皐
は
蜀
を
鎮
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
節
度
使
の
府
に
着
い
て
三
日
、 

 

囚
人
を
審
理
し
た
際
、
そ
の
中
に
荆
寳
が
い
て
、
冤
罪
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ 

 

た
の
で
、
放
免
し
て
復
職
さ
せ
、
玉
簫
の
こ
と
を
尋
ね
た
。
荆
寳
か
ら
玉
簫
が 

 

絶
食
し
て
死
ん
だ
こ
と
や
死
ぬ
前
に
「
留
贈
玉
環
」
と
い
う
詩
を
残
し
た
こ
と 

 

を
聞
い
た
韋
皐
は
と
て
も
嘆
き
、
写
経
や
造
像
を
し
て
玉
簫
の
真
心
に
報
い 

 

よ
う
と
し
た
が
、
再
会
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
死
者
を
呼
び 

 

出
せ
る
者
が
い
て
、
韋
皐
に
斎
戒
さ
せ
る
と
、
あ
る
夜
玉
簫
が
現
れ
、
貴
方
の 

 

真
心
に
応
え
て
甦
り
ま
し
た
。
十
三
年
後
に
は
再
び
侍
女
と
な
っ
て
貴
方
の 

 

ご
恩
に
お
報
い
致
し
ま
す
と
言
っ
た
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
韋
皐
の
誕
生
日
に
、 

 

東
川
の
盧
八
座
が
、
玉
簫
と
い
う
名
の
、
十
六
に
な
ら
な
い
歌
姫
を
贈
っ
て
き 

 

た
。
見
る
と
、
死
ん
だ
玉
簫
と
瓜
二
つ
。
中
指
に
は
う
っ
す
ら
と
指
輪
の
は
ま 

 

っ
た
形
が
見
て
取
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
蜀
中
廣
記
』
巻
七
十
七
所
引
『
雲
溪
友
議
』 

＊
韋
皐
は
仕
官
す
る
前
に
愛
し
た
玉
簫
に
指
輪
と
詩
を
贈
っ
て
結
婚
の
約
束
を

し
た
が
果
た
さ
ず
、
玉
簫
は
絶
食
し
て
死
に
、
韋
皐
か
ら
贈
ら
れ
た
指
輪
を
嵌
め



ら
れ
て
葬
ら
れ
た
と
い
う
逸
話
は
、
細
部
が
相
違
す
る
け
れ
ど
も
、
劉
禹
錫
の
詩

に
付
さ
れ
た
、
元
樹
と
朱
玉
児
の
指
輪
を
介
し
た
逸
話
と
共
通
す
る
要
素
を
持

っ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
指
輪
を
使
っ
て
自
身
の
愛
を
示
す
点
は
共
通
す
る
。
そ
し

て
、
女
性
の
名
も
、「
玉
」
が
共
通
し
て
い
る
。 

 

ゆ
え
に
、
劉
禹
錫
の
詩
の
第
一
句
「
玉
兒
巳
逐
金
環
葬
」
は
、
薛
濤
の
こ
と
を

悼
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
韋
皐
と
婚
約
し
て
い
た
玉
簫
が
、
約
束
を
違
え
ら
れ
、

絶
食
し
て
死
に
、
指
輪
を
追
い
か
け
る
か
の
よ
う
に
葬
ら
れ
た
と
い
う
意
味
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
元
樹
と
朱
玉
児
の
逸
話
は
、
韋
皐
と
玉
簫
を
喩
え
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。 

 

第
二
句
「
翠
羽
先
隨
秋
草
萎
」
に
は
孔
雀
が
衰
え
た
こ
と
を
詠
じ
、
韋
皐
ゆ
か

り
の
玉
簫
も
、
孔
雀
も
、
李
徳
裕
が
蜀
に
赴
任
し
た
と
き
に
は
も
う
と
も
に
い
な

い
と
い
う
無
常
を
表
現
し
、
後
半
の
李
徳
裕
が
目
に
し
て
い
る
現
状
描
写
に
つ

な
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

第
三
、
四
句
「
唯
見
芙
蓉
含
曉
露
、
數
行
紅
淚
滴
清
池
」
に
は
、
李
徳
裕
の
目

の
前
に
は
蓮
の
花
が
暁
の
露
を
帯
び
、
は
ら
は
ら
と
紅
い
淚
を
清
ら
か
な
池
に

滴
ら
せ
て
い
る
と
結
び
、
残
さ
れ
て
い
る
の
は
孔
雀
の
た
め
に
掘
っ
た
池
だ
け

だ
と
詠
じ
て
い
る
。 

 



六
、
薛
濤
の
卒
年
を
考
え
る
た
め
の
略
年
譜 

  
 

貞
元
元
年
（
七
八
五
）
六
月 

韋
皐
が
剣
南
西
川
節
度
観
察
使
と
な
る
。
ま 

 
 
 

も
な
く
南
詔
よ
り
孔
雀
を
献
上
さ
れ
、
薛
濤
の
意
向
に
よ
っ
て
、
節
度
使 

 
 
 

宅
に
池
を
掘
ら
せ
る
？
（
張
篷
舟
説 

以
下
張
説
と
略
す
） 

 
 

貞
元
十
二
年
（
七
九
六
）
正
月 
韋
皐
が
検
校
左
右
僕
射
、
同
中
書
門
下
平 

 
 
 

章
事
を
加
え
ら
れ
た
。 

 
 
 

薛
濤
「
罰
赴
邊
有
懷
上
韋
相
公
二
首
」「
十
離
詩
」
韋
皐
同
中
書
門
下
平 

 
 

 

章
事
在
任
中
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

十
二
月 

迴
紇
、
南
詔
、
剣
南
西
山
国
の
女
国
王
が
揃
っ
て
朝
賀
に
来
た
。 

 
 
 

（
＊
こ
の
こ
ろ
、
韋
皐
は
南
詔
よ
り
孔
雀
を
献
上
さ
れ
た
？
） 

 
 

永
貞
元
年
（
八
〇
五
）
八
月 

韋
皐
死
去
。 

 
 

元
和
二
年
（
八
〇
七
）
十
月 

武
元
衡
が
剣
南
西
川
節
度
使
と
な
る
。 

 
 
 

（
こ
の
間
、
武
元
衡
は
韋
皐
の
孔
雀
を
詠
じ
る
） 

 
 

元
和
八
年
（
八
一
三
）
二
月 

武
元
衡
が
中
書
知
政
事
、
崇
玄
館
大
学
士
、 

 
 
 

太
清
宮
使
と
し
て
中
央
に
も
ど
っ
た
。 

 
 

元
和
十
年
（
八
一
五
）
六
月 

武
元
衡
殺
さ
る
。 

 
 

大
和
四
年
（
八
三
〇
）
十
月 

李
徳
裕
が
剣
南
西
川
節
度
使
と
な
る
。 



 
 

大
和
五
年
（
八
三
一
）
秋 

韋
皐
の
孔
雀
死
ぬ
（
張
説
）
？ 

 
 
 

薛
濤
「
籌
辺
楼
」 

 
 

大
和
六
年
（
八
三
二
）
春 

薛
濤
「
棠
梨
花
和
李
太
尉
」（
張
説
）
？ 

 
 
 

夏 

薛
濤
死
去
（
張
説
）
？ 

 
 
 

十
一
月 

段
文
昌
剣
南
西
川
節
度
使
と
な
る
。 

 
 
 

十
二
月 

李
徳
裕
兵
部
尚
書
と
な
る
。 

 
 

大
和
八
年
（
八
三
四
） 

劉
禹
錫
は
任
期
が
満
ち
て
入
朝
し
、
汝
州
刺
史
を 

 
 
 

授
か
り
、
太
子
賓
客
に
遷
っ
て
、
東
都
に
分
司
し
た
。「
汝
洛
集
引
」
に 

 
 
 

「
太
和
八
年
、
予
、
姑
蘇
よ
り
臨
汝
に
転
ず
」（『
劉
賓
客
外
集
』
巻
九
） 

 
 
 

と
あ
る
の
で
、
劉
禹
錫
が
太
子
賓
客
に
な
っ
た
の
は
大
和
八
年
よ
り
後 

 
 
 

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 

薛
濤
「
和
劉
賓
客
玉
蕣
」
？ 

 
 

大
和
九
年
（
八
三
五
）
二
月 

剣
南
西
川
節
度
使
、
検
校
左
僕
射
、
同
平
章 

 
 
 

事
の
段
文
昌
死
去
。
死
ぬ
前
に
薛
濤
の
墓
誌
を
書
い
た
？
（
た
だ
し
、
そ 

 
 
 

の
墓
誌
は
今
に
残
ら
な
い
。） 

 
 

開
成
元
年
（
八
三
六
） 

劉
禹
錫
は
開
成
の
初
め
、
復
た
太
子
賓
客
と
な
っ 

 
 
 

て
分
司
し
た
。 

 
 
 

or

薛
濤
「
和
劉
賓
客
玉
蕣
」
？ 



 
＊
略
年
譜
で
確
認
す
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
張
篷
舟
氏
の
説
に
従
う
と
、
韋
皐
が

贈
ら
れ
た
孔
雀
は
、
貞
元
元
年
（
七
八
五
）
か
ら
大
和
五
年
（
八
三
一
）
ま
で
の

四
十
六
年
間
も
生
き
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
す
が
に
そ
れ
ほ
ど
長
生
き
す
る

孔
雀
は
め
っ
た
に
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
で
は
、
薛
濤
は
い
つ
ご
ろ
ま
で

生
き
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
卒
年
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
少
な
く

と
も
い
つ
ま
で
は
生
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

か
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
見
る
と
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
手
掛
り
の
中
で
、
薛
濤

の
作
で
あ
る
「
和
劉
賓
客
玉
蕣
」
は
最
も
有
力
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
長
く
左
遷

さ
れ
て
い
た
劉
禹
錫
と
、
ほ
と
ん
ど
蜀
に
い
た
と
思
わ
れ
る
薛
濤
と
が
詩
の
や

り
取
り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
蜀
に
赴
任
し
た
李
徳
裕
を
介

し
て
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
李
徳
裕
が
蜀
を
去
っ
て
以
降
も
二
人
は
詩
の
や

り
取
り
を
続
け
た
と
想
像
で
き
る
。
も
し
、
劉
禹
錫
が
二
度
目
に
太
子
賓
客
に
な

っ
た
際
に
薛
濤
が
「
和
劉
賓
客
玉
蕣
」
を
作
っ
た
と
し
た
ら
、
薛
濤
は
少
な
く
と

も
開
成
の
初
め
ま
で
生
き
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
で
は
、
大
和
九

年
二
月
に
亡
く
な
っ
た
段
文
昌
が
薛
濤
の
墓
誌
を
書
い
て
い
る
と
い
う
事
実
と

抵
触
し
て
し
ま
う
が
、
そ
の
記
載
が
あ
る
の
は
元
・
費
著
の
『
牋
紙
譜
』
で
あ
り
、

し
か
も
墓
誌
は
今
に
残
っ
て
い
な
い
。
一
方
、
薛
濤
の
「
和
劉
賓
客
玉
蕣
」
は
南



宋
・
洪
邁
の
『
萬
首
唐
人
絶
句
』
に
収
録
さ
れ
て
い
て
、
元
よ
り
は
時
代
が
古
い

の
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
段
文
昌
が
薛
濤
の
墓
誌
を
書
い
て
い
な
か
っ
た
な
ら

と
い
う
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
薛
濤
が
開
成
の
初
め
ま
で
生
き
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
だ
け
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
薛
濤
の
卒
年
を
明
ら
か
に
す
る

根
拠
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
後
、
研
究
が
進
ん
で
、
究
明
で
き
る
日

が
来
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

以
上 


